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議事内容  

１．委員会委員について（資料１） 

２．前回議事録の確認（資料 2） 

３．委員会の活動目標についての確認（資料 3） 

４．委員会活動報告 

１）BCR-ABL1 ｍＲＮＡ定量検査 WG報告（資料 4） 

２）全自動遺伝子解析装置評価 WG報告（資料 5） 

３）MALDI-TOF MS による微生物迅速同 WG報告 

４）技術セミナーの内容について（資料 6） 

５．その他 

 ・次回技術セミナーについて（資料 7） 
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議事内容 

 

中山委員長より挨拶の後、会議が開催された。 

１．委員会名簿の変更の確認が行われた。（資料１） 

２．平成 27 年第 2 回の議事録の確認が行われた。（資料２） 

３．本年度委員会の活動目標についての確認が行われた。（資料３） 



４．委員会活動報告 

１) BCR-ABL１ｍRNA 定量検査 WG 報告（資料４） 

糸賀ＷＧ代表より最近の活動内容について説明後、第 4 回白血病遺伝子検査外部精度

管理の実施要項と結果の説明があった。外部精度管理参加の各施設に個別に配布した第

4 回白血病遺伝子検査外部精度管理結果報告書例をｐ13 からｐ15 に示した。また、今

回の WG 活動は、日本臨床検査自動化学会第 48 回大会で BCR-ABL1 mRNA 定量検査

の外部精度管理報告（第 4 回）として発表を行った。今後の活動として精度管理用試料

作製を行い BCR-ABL 1 は 5 種類の濃度、WT1 や PML-RARα遺伝子は高発現のみ対

象とする外部精度管理も実施したい。実施時期は、2017 年（平成 29 年）度を予定して

いる。遺伝子濃度や遺伝子の検索スプライシング部位など具体的な事柄について、各委

員より活発な意見や質問がだされた。野村委員より多くの施設が BCR-ABL1 の測定を

実施している、全国に広めてはどうかと提案があった。中條委員より病理学会では、

EGFR の精度管理をホームページからの申し込みによる公募で実施していると情報提

供があった。 

 

 

2）全自動遺伝子解析装置評価 WG 報告（資料 5） 

渡辺ＷＧ代表より活動内容の経緯と説明があった。これまでのＷＧ活動は、機器メイ

カーが企業の立場から機器使用の使い勝手について取りまとめた情報の報告を行ってき

た。今後はユーザー側（医療機関を中心）を対象とした使用者調査を実施する。内容は 2

段階とし、まず当委員会の施設を対象としたパイロット調査を実施した後、自動遺伝子

解析装置の学会・論文報告をおこなった施設にアンケートを実施し論文化する予定であ

る。問題点を明らかにし、メイカーにフィードバックも行うなど情報交換の場としたい

と考えている。アンケート調査は、主に臨床検査部を対象に 9 月 10 月を目標として実施

したい。これに対し検査センターとしては、アンケート調査の際 12 種の機器リストを添

付して送付してほしい。機器リストに則した内容でお返事したいとの要望があった。 

ＷＧの今後の活動として、自動遺伝子解析装置の紹介（現在 12 機種）と実際の使用例

について学会誌別冊を刊行したい。また、以前に当委員会から刊行の冊子「検査室のた

めのわかりやすい SNP 解析マニュアル 2011 年 8 月 1 日発行」のアップデートをしては

どうかとの意見がだされた。 

次回技術セミナーの実習候補として、全自動遺伝子解析装置ミュータスワコーｇ１：

和光純薬工業株式会社の紹介があった。 

 

3）MALDI-TOF MS による微生物迅速同定 WG 報告 

  中西ＷＧ代表が欠席のため代わって曽川委員より報告があった。昨日 WG 委員会を開

催し、平成 28 年度の 5 施設での活動内容報告の確認をした。 



今年度第 1 回ＷＧ委員会の会議で、機器の劣化チェック方法が問題点として出てきた。

本ＷＧとしては、コントロールとなる菌株、培養条件、機器の測定方法等に関し、企業

資料や論文にある計画方法を使い、機器のメンテナンスからメンテナンス間の劣化を見

分ける条件を検索し、最終的には質量分析機器の精度管理の条件を作成したい。ＷＧ委

員で今年度中にデータ取を行い、来年春季セミナーで報告したいと考えている。また、

前回委員会で出されたランニングコスト算出の要望については、メイカーからの計算方

法など参考に提示する予定である。 

その他、松本委員からは、中西ＷＧ代表より各施設でのやれる検討をして欲しいと依

頼されている。従来法（生化学的性状を利用した分類）で分類できない菌を質量分析機

で分析し、正しい結果がでているかに注目し検討をおこなっている。結果は学会等で発

表していきたいと発言があった。清祐委員からは、機器劣化、ランニングコストについ

てすでにデータ取を実施している。その点をふまえて活動をおこなっていきたい。渡委

員からは、企業が推奨するコントロール菌（大腸菌）のみでは低値の場合、劣化の始ま

りの判定が困難なため他の方法についても考えていきたいと発言があった。 

野村委員より前々回のＷＧで取り組んでいた前処理について、どのようになっているか、

何か形にしてはどうかとの意見がだされた。ＷＧ内でのデータ取は終了している、中西

ＷＧ代表と相談し取りまとめたい。 

 

4）技術セミナーの内容について（資料７） 

 中山委員長より昨日 9 月 22 日（木）開催の第 17 回遺伝子・プロテオミクス技術セミナ

ーについて説明があった。セミナー参加者は事前登録者、当日参加者あわせて 110 名余り

の参加であった。今回は、講演 2 題、実習機器３社により各 1 時間で開催された。内容は、

シスメックス株式会社学術研究部 仲野 徳先生により BEAMing 法による血中循環が

ん DNA の検出と臨床的意義について、また、前回委員会の継続議事であった、ユニバ

ーサルスクリーニングのマイクロサテライトインスタビリティ（ＭＳＩ）検査について、

千葉大学医学部附属病院検査部 石毛 崇之先生に大腸癌診療における遺伝子関連検査

についてご講演頂いた。  

実習編は、自動遺伝子検査装置 TRC Ready-80 を用いた遺伝子検査法 （東ソー株

式会社） 全自動遺伝子解析システム geneLEADXII plus（プレシジョン・システム・

サイエンス株式会社）微生物分類同定分析装置 バイテック MS （シスメックス・ビオ

メリュー株式会社）の 3 社が実習を行った。技術セミナーは、委員会委員長会議の話し

合いで今後も続けたいとの意向があり学会で期待されていると感じたと説明があった。

糸賀副委員長より新しくご紹介する機器があればご紹介をお願いしたいとのこと。事務

局からは、今回の技術セミナー開催時間は 2 時間で前回までより 1 時間短縮しており、

今後講演編と実習編のバランスはどのようにすべきか意見を伺いたいとの意見が出さ

れた。南木委員、中山委員長より 2 時間の開催時間であれば、今回の配分で問題がなか



ったと意見がだされた。 

 

5、その他 

・次回技術セミナーについて 

実習候補として、全自動遺伝子解析装置ミュータスワコーｇ１：和光純薬工業株式会社

の紹介があった。 

・中谷委員より昨日技術セミナー講演で石毛先生より大腸癌の遺伝子関連検査について詳

細な講演があったが、臨床腫瘍学会でパブリックコメントを募集している。ご意見があ

ったらぜひお願いしますと要望があった。 

・中山委員長より第 23 回日本遺伝子診療学会開催が 2016 年 10 月 6 日から 8 日、東京千

代田区イイノホール＆カンファレンスセンターで開催予定です。皆様のご参加をお待ち

しておりますとご案内と説明があった。（資料 10） 

・宮地委員より昨年 12月から今年７月まで厚生労働省でゲノム医療実現推進のタスクフォ

ース会議をおこなってきた。遺伝子関連検査の質の保証について話し合いがされた。日

本版ベストプラクティスガイドラインの要求水準が必要との方針が出された。参考とな

る解説版が出版されている。是非参考にして頂きたいと情報提供があった。 

・長井委員から来年 4月 21日から 22日春季セミナー（長井大会長）は島根県で行われま

す。多数のご参加をお待ちしています。宿泊施設の関係から早目のご予約をお勧めした

いとご案内があった。 

 

次回 平成 29 年４月 21 日（金）時間未定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


